
 

 

実践のまとめ（第１学年 国語科） 

 

 魚沼市立小出中学校 

教諭 山本 祐作 

 

１ 研究テーマ 

情報を整理し、自分の考えを表現できる生徒の育成 

～ＩＣＴを活用した交流活動を通して～ 

                            

２ 研究テーマについて 

(1) テーマ設定の意図 

   学習指導要領（平成29年３月告示）では、〔知識及び技能〕の指導事項に「情報の扱い方

に関する事項」が新設された。学習指導要領解説では、話や文章に含まれている情報を取り

出して整理したり、その関係を捉えたりすることが、話や文章を正確に理解することにつな

がり、また、自分のもつ情報を整理して、その関係を分かりやすく明確にすることが、話や

文章で適切に表現することにつながるとしている。 

   今年度小出中学校１年生の標準学力検査（ＮＲＴ）では、「情報を選び構成を考えて話

す」「情報を選び構成を考えて書く」「文章を整え感想や意見を伝え合う」などに落ち込み

が見られる。このことからも、必要な情報を整理し、伝え合う活動を行っていくことが必要

であると考える。 

   また、「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（中教審第228号）」にもあるよう

に「個別最適な学び・協働的な学び」を実現するためには、一人一台端末のツールとしての

積極的な活用が必要である。そこで、本研修では、ＩＣＴを用いた交流場面を設定し、考え

を整理しながら伝え合う姿を目指していく。 

(2) 研究テーマに迫るために 

① Google jamboardを活用した思考の整理・拡張 

Google jamboardはデジタル付箋紙に自分の意見や理由等を記入し、動かしたりまとめ

たりすることによって思考の整理をすることができる。また、共同編集等を行うことがで

きるため、小集団ごとに自他の考えやアイディアを広げていくことができる。 

  ② 他者との交流の場の設定  

小グループで考えをまとめる学習課題を設定し、個人で考えた後に、Google jamboard

の内容を根拠にしながら考えを伝え合う。自らの考えを整理し、根拠を明確にしながら伝

え合う姿を期待する。 

(3) 研究テーマに関わる評価 

次の２つの観点から評価を行う。 

① jamboardで付箋を書き込み、グルーピングなどによって考えを整理できるようになった

生徒が８割以上になる。（観察、jamboard、振り返りの記述） 

  ② 小グループでの活動において根拠を示しながら自分の考えを述べることができたという

生徒が８割以上になる。（観察、振り返りの記述） 

 

 

 



 

 

３ 単元と指導計画 

(1) 単元名  

複数の情報を関連づけてまとめる～防災リーフレットをつくろう～ 

防災に関するデータ(現代の国語１ 三省堂) 

「みんなでいるから大丈夫」の怖さ（現代の国語１ 三省堂） 

必要な情報を分かりやすく伝える（現代の国語１ 三省堂） 

(2) 単元（題材）の目標 

   ・原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができる。 

【知識及び技能(2)ア】 

・目的に応じて必要な情報に着目して要約し、内容を解釈することができる。 

【思考力、判断力、表現力等Cウ】 

・話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結びつけて考えをまとめることができ

る。【思考力、判断力、表現力等Aオ】 

・読み手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整える

ことができる。【思考力、判断力、表現力等Bエ】 

・言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、

思いや考えを伝え合おうとする。【学びに向かう力、人間性等】 

(3) 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 原因と結果、意見と根拠

など情報と情報との関係

について理解している。

【(2)ア】 

 

 

 

① 「読むこと」において、

目的に応じて必要な情報

に着目して要約し、内容

を解釈している。【Cウ】 

② 「話すこと・聞くこと」

において話題や展開を捉

えながら話し合い、互い

の発言を結びつけて考え

をまとめている。【Aオ】 

③ 「書くこと」において、

読み手の立場に立って、

表記や語句の用法、叙述

の仕方などを確かめて、

文章を整えている。【B

エ】 

① 積極的に情報と情報との

関係に注意して内容を解

釈し、学習の見通しをも

って話し合い、考えをま

とめようとしている。 

(4) 単元の指導計画と評価計画（全５時間、本時３／５時間） 

次 

(時数) 

学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 

 

１ 

（２） 

 

・学習の見通しをもつ。 

・資料Ｂの本文を通読

し、実験の結果から導

き出される筆者の意見

を捉える。 

◎教科書を用いて学習過程

を確認しよう。 

 

◎ワークシートに筆者の意

見をまとめよう。 

思・判・表① 

目的に応じて必要な情報に

着目して要約し、内容を解

釈している。 

【ワークシート】 



 

 

２ 

（１） 

本時 

・資料Ａのグラフの項目

から分かることを見つ

ける。 

・いくつかの項目を関連

付けて課題を考える。 

・資料Ａと資料Ｂを関連

付けて防災の取組を考

える。 

◎グラフから読み取れるこ

とをあげよう。 

 

 

 

◎資料Ａと資料Ｂを関連づ

け、地域の人々に防災意識

を高めてもらう取組を考え

よう。 

知・技① 

原因と結果、意見と根拠な

ど情報と情報との関係につ

いて理解している。 

【jamboard】 

思・判・表② 

話題や展開を捉えながら話

し合い、互いの発言を結び

つけて考えをまとめてい

る。 

【観察・jamboard】 

態 

積極的に情報と情報との関

係に注意して内容を解釈

し、学習の見通しをもって

話し合い、考えをまとめよ

うとしている。 

【観察・振り返りの記述】 

３ 

（２） 

・「防災リーフレット」

の構成を決める。 

・「防災リーフレット」

を作成する。 

◎イラストや記事の配置を

考えよう。 

 

◎取り組みが伝わる「防災

リーフレット」をつくろ

う。 

思・判・表③ 

読み手の立場に立って、表

記や語句の用法、叙述の仕

方などを確かめて、文章を

整えている。 

【リーフレット】 

 

４ 単元（題材）と児童（生徒） 

(1) 単元について 

本単元は、図表等の非連続型テキストと、文章による連続型テキストとを関連付けなが

ら、情報を整理し、自分の考えをつくり、交流して深めることができるようになっている。

資料Ａの災害に対するアンケートに対して、資料Ｂの文章では、同じく防災をテーマにしつ

つ、緊急時の人々の心理面の課題を提示するものである。二つの資料を関連付けることによ

って、より視野を広げ、考えを深めさせたい。 

また、整理した考えを表現する活動として、「防災リーフレット」作りを行う。生徒を情

報発信の立場にすることによって、相手や内容によって情報や表現の仕方を主体的に取捨選

択しながら、これまでの学習で理解したことや習得したことの活用の場としたい。 

(2) 生徒の実態（男子18名、女子18名、合計36名） 

   他者と関わりながら課題を進めることができている。しかし、自分の意見をまとめた

り、考えを文章などで表現したりすることに苦手意識をもっている生徒が多い。その結

果、他者の意見に迎合してしまったり、受け身になってしまったりする生徒も見られる。

今回の単元の学習を通して、ＩＣＴを活用しながら、考えを整理し、根拠を明確にして伝

え合う力を養いたい。 

 



 

 

５ 本時の展開（令和４年10月25日実施） 

(1) ねらい 

jamboardを活用し、自分の考えを整理しながら、資料Ａと資料Ｂを関連づけた防災意識を

高める取組について話し合うことができるようにする。 

(2) 展開の構想 

  小グループに分かれて資料Ａのグラフから読み取れることをjamboardにできる限り多く入 

力し、それをグルーピングする。グルーピングされたデジタル付箋をもとに、小グループで

資料Ａと資料Ｂを関連付けた防災意識を高める取組を考える。その際には、どのデータを根

拠にしたかを述べながら話し合うように支援していく。 

(3) 展開 

時間 
(分) 

学習活動 教師の働き掛け 
予想される児童（生徒）の反応 

□評価 ○支援  
◇留意点 

(5) ○前時の振り返りを
行う。 

 
 
 
○本時のめあてと流

れを確認する。 
 
 

T：資料Ｂにおいて筆者はどのような意見
を述べていたか振り返りましょう。 

S：複数の人と一緒にいても「みんなでい
るから安心だ」と思わずに、緊急時に
は、まず安全なところへ避難すべき
だ。 

○前時のワークシー
トを確認する。 

(15) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(15) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10) 
 

〇資料Ａのグラフか
らわかることを読
み取る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○資料Ａと資料Ｂを

関連づけた防災意
識を高める取組を
考える。 

 
 
 
 
 
 
 
○グループの取組を

学級に紹介する。 

T：資料Ａのグラフから読み取れることを
jamboardに貼ろう。 

S：防災訓練に参加している人が16％しか
いない 

T：２つ以上の項目から分かることはない
かな？ 

S：食料は持ち出すのに、日用品の持ち出
しは少ない。 

T：貼り付けた付箋をグルーピングしてみ
よう。 

 
T：資料Ａと資料Ｂをから読み取ったこと

をもとに、地域の人の防災意識を高め
る取組を考え、jamboardに貼ろう。 

S：地域の人に学校の避難訓練に参加して
もらう。 

T：小グループで説明しながらグルーピン
グして班の意見をまとめよう。 

 
 
 
 
T：グループごとに考えた取り組みを紹介

しよう。 

◇ 小 グ ル ー プ で
jamboard 上 で 行
う。 

○jamboardの操作支
援を行う。 

知・技① 
項目をもとに意見と
根拠をまとめている 
【jamboard】 
 
 
思・判・表② 
お互いの意見を結び
つけて考えをまとめ
ている。 
【観察・jamboard】 
態 
積極的に情報と情報
との関係に注意して
考えをまとめようと
している。【観察】 

(5) ○振り返りの記入 S：本時の振り返りをフォームに記入す
る。 

 

(4) 評価 

自分の考えを整理しながら、資料Ａと資料Ｂを関連づけた防災意識を高める取組につい

て話し合うことができたか。【観察・jamboard・振り返りの記述】 

資料Ａと資料Ｂを関連付けて、地域の人々の防災意識が高まる取組を考えよう 



 

 

６ 実践を振り返って 

(1) 授業の実際（指導の実際） 

  ① 資料Ｂの本文を通読し、実験の結果から導き出される筆者の意見を捉える。（第１

次） 

    まず、本単元の流れを示し、複数の情報を関連づけて自らが考えたことについて、

「防災リーフレット」の形で文章を整え、表現する活動を行うことを理解させた。 

資料Ｂでは、ワークシートを活用することによって、文章の中心的な部分と付加的な

部分、事実と意見との関係などについて叙述をもとに捉え、内容を理解することができ

た。 

  ② 資料Ａと資料Ｂを関連付けて防災の取組を考える。（第２次） 

    資料Ａのグラフの読み取

りは、予定以上に時間がか

かると考え、前時の最後に

各自で気づいたことをメモ

させた。そうすることで

jamboardを活用した話合い

の時間を増やすことができ

た。 

授業時は、黒板とプロジ

ェクターを併用した。黒板

には授業の流れを示しておき、           図１ 

学習活動を捉えやすくなるように工夫した。 

資料Ａのグラフの読み取りでは、①個別で読み取る時間（個別学習）②話合いグルーピ

ングを行う時間（協働学習）③取組を考える時間（個別学習）④班で取り組みを出し合い

意見を決定する時間（協働学習）とすることで学習が深まっていった（往還）。付箋を貼

るだけで理由を説明することができなかった生徒も、徐々に理由を述べることができるよ

うになったり、他者の話を聞き質問を行ったりする様子も見られた。また、図１のように

矢印などを用いて、自分たちの思考の流れを明確にし、情報を整理しているグループも見

られた。 

 発表においては、全ての付箋について示すのではなく、特徴的なものや、グループの

結論に関係が深いものを発表するように促した。  

③ 取り組みが伝わる「防災リーフレット」をつくる。（第３次） 

  前時までの学習を振り

返り、防災意識を高める

ための取組の「防災リー

フレット」（一枚を両面

４分割するもの）を作成

する予定であったが 

Googleスライドへの習熟

不足のため「防災広告」

として両面１枚でスライ

ドを作成した。図２は生

図２ 



 

 

徒が作成したスライドである。自身が考えた取組をどのような順番で配置し、どのよう

に叙述するか読み手を意識させながら作成させた。完成した「防災広告」（Googleスラ

イド）を見ると、スライドの構成は読み手を意識したものになっていたが、取組には、

資料Ａと資料Ｂを関連付けていないものも見られた。これは話合いの時に、どのような

視点で話し合うかの意識付けが足りなかったからだと考えられる。 

    作成後は、ネットワーク上で他者のものを見られるようにしたり、廊下に掲示したり

して共有を図った。 

(2) 研究テーマに関わって 

  研究結果に関する評価結果は以下の通りである（図３・４） 

 

 

 

 

 

 

 

       図３                     図４ 

  ① jamboardを活用して自分や相手の考えを整理できたと肯定的に捉えている生徒は98％

である。Jamboardを用いることで、自己や他者の考えが可視化されたため、整理・拡張

がなされたと考えられる。 

  ② グループ活動において根拠を示しながら自分の考えを述べることができたと肯定的に

捉えている生徒は90％だった。肯定的評価は８割を超えたが、否定的評価も10％見られ

た。これは自分の考えが整理しきれず根拠を示せないこともあるだろうが、話合い活動

のスキル不足も原因ではないかと考えられる。 

    最後に、本単元を終えての生徒の感想を記す。 

   ・意見を出す時に、なぜそう思ったかを伝えることが大事だと分かりました。根拠がな

ければ、なぜそう思ったか、何が言いたいのか明確に伝わらないので説得力がないか

らです。 

   ・資料をより有効に活用する力がついたと思いました。人の考えを理解して、説明する

力がまだ足りないと思いました。 

   ・身についた力は、グラフを読み取る力と読み取ったのを言葉にする力とまとめる力です。

足りないことは、まとめたこと伝えるとき、もう少し具体的に意見を言うことと積極的に

意見や考えを言うことです。 

(3) 今後の課題 

  アンケート結果からjamboardなどのＩＣＴの活用は自己の考えの整理には非常に有用であ  

ることが分かった。本実践では、ワークシートとＩＣＴの使い分けを意識したが、話し合い  

に用いるタブレット端末の台数や付箋の記入方法などには、まだまだ改善の余地がある。  

また、話合い活動の充実のためには、何について、どのような視点で話し合うかをより明  

確化し、疑問点などを積極的に出し合えるようにしていくことが必要であると感じた。その

為には必然性のある課題設定と、個別学習と協働学習の往還をより意識していくことが大切

だと感じる。 


